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ダッシュボードウィジェットの式

時系列ウィジェットの式を使用すると、選択した指標を使用して計算に基づいてデータ
を表示できます。

ダッシュボードでは、任意の時系列ウィジェット（折れ線、スプライン、面、積み上げ面）を使用して選択し
た指標で式を作成し、その計算結果を 1 つのグラフに表示できます。次の例では、式を使用して特定の問題
を解決します。最初の例は、環境内のすべてのストレージアセットの合計 IOPS に占める読み取り IOPS の割
合を表示するウィジェットです。2つ目の例では、環境で発生する「システム」IOPSや「オーバーヘッ
ド」IOPS、つまりデータの読み取りや書き込み以外のIOPSを可視化しています。

式の例：読み取りIOPSの割合

式を使用すると、合計に対する割合など、別の方法で指標を表示できます。

このタスクについて

この例では、合計IOPSに占める読み取りIOPSの割合を表示します。これは次の式と考えることができます。

• 読み取りの割合=（読み取りIOPS /合計IOPS）x 100

このデータは、ダッシュボードに折れ線グラフで表示できます。これを行うには、次の手順を実行します。

手順

1. 新しいダッシュボードを作成するか、既存のダッシュボードを*編集モード*で開きます。

2. ダッシュボードにウィジェットを追加します。[* Area chart* （エリアグラフ * ） ] を

ウィジェットが編集モードで開きます。デフォルトでは、ストレージ*アセットの IOPS -合計*を示すクエ
リが表示されます。必要に応じて、別のアセットタイプを選択します。

3. [Convert to Expression]*ボタンをクリックします。

現在のクエリが式モードに変換されます。式モードのときはアセットタイプを変更できません。式モード
では、ボタンが*[クエリに戻す]*に変わります。いつでもクエリモードに切り替えるには、このボタンをク
リックします。モードを切り替えるとフィールドがデフォルトにリセットされるので注意してください。

ここでは、* Expression *モードのままにします。

4. 指標がアルファベット変数フィールド「a'」に表示されるようになりました。[`b]変数フィールド
で、[Select]をクリックし、[IOPS - Read]*を選択します。

変数フィールドの後にある+ボタンをクリックすると、式に合計5つのアルファベット変数を追加できま
す。読み取りの割合の例では、合計IOPS（「a」）と読み取りIOPS（「b」）のみが必要です。

5. [Expression] フィールドでは、各変数に対応する文字を使用して式を作成します。読み取りIOPSの割合=

（読み取りIOPS /合計IOPS）x 100_であることがわかっているため、次のように式を書きます。 (b /

a) * 100

6. Label フィールドは、式を識別します。ラベルを"`Read Percentage`"に変更するか、同様に意味のあるも
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のに変更してください。

7. * Units *フィールドを"`%`"または"`percent`"に変更します。

グラフに、選択したストレージデバイスの読み取り IOPS の割合が時系列で表示されます。必要に応じ
て、フィルタを設定するか、別の集計方法を選択できます。集計方法として* Sum *を選択すると、すべ
てのパーセント値が合計され、100%を超える可能性があることに注意してください。

8. グラフをダッシュボードに保存するには、 * 保存 * をクリックします。

折れ線グラフ、スプライングラフ、または*積み上げ面グラフ*ウィジェットでも式を使用できます。

式の例：システム I/O

式を使用すると、他の指標から計算できるデータを自由にグラフ化できます。

このタスクについて

例2：OnCommand Insight はデータソースから多数の指標を取得します。その中には、読み取り、書き込み、
合計IOPSがあります。ただし、収集によって報告されるIOPSの合計に「システム」IOPSが含まれることが
あります。これは、データの読み取りや書き込みの直接的な一部ではないI/O処理です。このシステム I/O は
オーバーヘッド I/O と考えることもできますが、適切なシステム運用には必要ですが、データの運用には直接
関係しているわけではありません。

これらのシステム I/O を表示するには、収集によって報告された合計 IOPS から読み取り IOPS と書き込み
IOPS を差し引きます。式は次のようになります。

• システムIOPS =合計IOPS -（読み取りIOPS +書き込みIOPS）

このデータは、ダッシュボードに折れ線グラフで表示できます。これを行うには、次の手順を実行します。

手順

1. 新しいダッシュボードを作成するか、既存のダッシュボードを*編集モード*で開きます。

2. ダッシュボードにウィジェットを追加します。「 * 線グラフ * 」を選択します。

ウィジェットが編集モードで開きます。デフォルトでは、ストレージ*アセットの IOPS -合計*を示すクエ
リが表示されます。必要に応じて、別のアセットタイプを選択します。

3. ボタンをクリックして、クエリのコピーを作成します。

重複するクエリが元のクエリの下に追加されます。

4. 2 番目のクエリで、 * 式に変換 * ボタンをクリックします。

現在のクエリが式モードに変換されます。いつでもクエリモードに切り替えるには、 [ クエリに戻る ] を
クリックします。モードを切り替えるとフィールドがデフォルトにリセットされるので注意してくださ
い。

ここでは、* Expression *モードのままにします。
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5. 指標がアルファベット変数フィールド「`a'」に表示されるようになりました。[IOPS - Total]*をクリック
し、[IOPS - Read]*に変更します。。

6. [b]変数フィールドで、[Select]*をクリックし、[IOPS - Write]*を選択します。

7. [Expression] フィールドでは、各変数に対応する文字を使用して式を作成します。ここでは、単純に次の

ように式を記述します。 a + b。[Display]セクションで、この式に[* Area chart]を選択します。

8. Label フィールドは、式を識別します。ラベルを「システムIOPS」に変更するか、同等の意味のあるもの
に変更します。

合計 IOPS の折れ線グラフが表示され、その下に読み取り IOPS と書き込み IOPS を組み合わせた面グラ
フが表示されます。この 2 つのグラフの間が、データの読み取り処理や書き込み処理に直接関係していな
い IOPS を表します。

9. グラフをダッシュボードに保存するには、 * 保存 * をクリックします。
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